
令和元年度基金運用状況審査意見 

第１ 審 査 の 対 象 

  審査の対象は、次の各号に掲げる令和元年度の基金の運用状況を示す書類とする。 

  (1) 名古屋市土地基金 

  (2) 名古屋市美術品等取得基金 

第２ 審 査 の 方 法 

  審査は、名古屋市監査委員監査基準に基づき、以下の各号に掲げる事項に留意しつつ、基金の

運用状況を示す書類の計数を関係帳簿及び証書類と照合するとともに、基金の運用状況の適否等

について関係局より説明を聴取するなどの方法により実施した。 

  (1) 基金はその設置目的に即して確実かつ効率的に運用されているか。 

  (2) 収支の計数は正確か。 

第３ 審 査 の 結 果 

  基金の運用は、設置の目的に即しておおむね適正かつ効率的であり、その収支の計数は正確で

あることが認められた。 

  なお、基金の運用状況は次のとおりである。 
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１ 土地基金 

  基金の額22億 8,300万円は、公用若しくは公共用に供する土地等をあらかじめ取得するために

運用されている。 

  基金現金の増加額 4億 4,359万円は、社会福祉施設整備事業用地（ 4億 4,359万円）を基金か

ら健康福祉局へ有償移管したことによるものである。 

  基金の額と令和 2年 3月末現在高との差額は、土地 4億 259万円（1,369.37㎡）である。 

２ 美術品等取得基金 

基金の額 5億円は、美術品及び歴史・考古・民俗等に関する資料を取得するために運用されて

いる。 

基金現金の増加額 312万円は、「高力猿猴庵著書」12冊のうち 2冊を基金から教育委員会へ有

償移管したことによるものである。 

基金現金の減少額 589万円は、「猿猴庵日記」始め博物館資料計 4件を購入したことによるも

のである。 

基金の額と令和 2年 3月末現在高との差額は、美術品等 3億 8,668万円（81件）である。 
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